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樫山歩漣

相良優里奈

こ が

　本年度、古河二中では、リノベーション委員会とい
こうそく せつりつ

う、校則改正などを目的とした委員会を設立しまし
こうそく

た。最初は「本当に校則を変えられるのか？」と考え
こうせい

ていました。しかし、生徒会長や他の構成員の必死に
すがた

活動している姿を見て、モチベーションが上がってい

ます。
こうそく

　生徒自ら校則について考え、変えていくというのは
きんちょう

今までなく、緊張や不安を感じます。しかし、「より
かき ね はら

良い学校へ」という思いを持ち、学年という垣根を払
お

い、協力を惜しまず活動することができています。

　それぞれの意見や考えがこの学校の明るい未来にな
まか ほこ

ると思うと、この仕事を任されたことを誇りに思いま
こ が

す。一人一人がこの学校の代表という自覚を持ち、古河二中をより良く
かしやま あ れん さが ら ゆ り な

していきます。 （２年　樫山歩漣、相良優里奈）

各クラスが団結（だんけつ）して競（きそ）い合う体育祭
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　本校は全学年で協力しながら行う体育祭「ファミ
かいさい かいさい

リンピック」を開催しています。近年は半日開催とな

りましたが、実行委員が何度も話し合ったり、各ク
じゅんび かいさい

ラス協力して準備したりすることで、１日開催であ
じゅうじつ

った時と同じくらい充実した行事となっています。
みりょく

　ファミリンピックの魅力として、生徒による生徒
たいこうつな

のためのプログラム作成があります。クラス対抗綱
ない

引きや全員リレーなど、その年ごとに生徒が種目内
よう きょうぎ

容を考え、競技運営まで生徒が中心となって行います。
むね きざ

　一人一人がファミリンピックスローガンを胸に刻み、一丸となって活
すがた みな わす

動する姿は、皆さんにとって忘れられない思い出となるはずです。
にしかわ そ ら

（３年　西川宙来、フィッシェンデン）

◆校　長：落合　剛

◆生徒数：５７５人

◆創　立：１９５８年

◆住　所：古河市鴻巣７８０
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こ が そうりつ

　古河第二中学校は、創立�年を迎える
でんとう

古き良き伝統ある学校です。今年度は、
ほこ こ が

５７５人という生徒数を誇り、古河市内で
き ぼ

も規模の大きな学校です。校長先生と生

徒会役員でランチミーティングなどを行

い、学校スローガンを作成しました。
けいおうかいらい

　今年度の学校スローガンは「継往開来～ＩＮＦＩＮＩ
せんぱいがた つな でんとう つ

ＴＹ～」です。先輩方が繋いできた伝統を受け継ぎ、新
ちょうせん む げん か のう

たなことにも挑戦していく、生徒一人一人の無限の可能

せい はってん

性を生かし、さらなる発展を目指していくという思いが
こ

込められています。
か せいげん

　今まではコロナ禍で、さまざまな場面で制限がかか
くや

り、悔しく残念な思いをしたこともありました。学校ス
き かく

ローガンのもと、思い出に残るような新たな企画、そし
でんとう つく

て新たな伝統を創っていくことが生徒会の目標です。生
だれ

徒一人一人の意見を取り入れ、誰もが楽しめる学校づく

りを目指していきます。
たかはし ほ の

（３年　高橋穂音）

吹奏楽部による演奏ステージ

宮本大雅

吉田勇翔

　「Ｌｅｔ�　Ｈａｖｅ　Ｆｕｎ　Ｓｉｎｇｉｎｇ～一生に一度の最高の思
こう

い出を～」のスローガンのもと、昨年�月に鴻の鳥祭

が開かれました。各クラスの合唱コンクールや全校生
そうさく ぞうけい き かく

徒で創作を行う「全校造形」が企画されました。
げいわん こ せい

　芸１グランプリでは、ダンスやお笑いなど個性あふ
ひ ろう こ せい ひ ろう

れるパフォーマンスを披露。一人一人が個性を披露で
も こう みりょく

きる、学校全体で盛り上がれることが鴻の鳥祭の魅力

です。
すいそうがく

　吹奏楽部のステージも、生徒になじみのある曲や、
ま こ たいけんがた えんそう

生徒を巻き込んだ体験型の演奏などで、いつも周りを
こう

わくわくさせてくれます。鴻の鳥祭は欠かせない行事

の一つです。
みやもとたい が よし だ はや と

（３年　宮本大雅、２年　吉田勇翔）
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